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副作用の少ない分子標的制がん剤創製を目指す

副作用の少ないがん治療薬をつくるには

がん細胞と正常細胞の違い
正常細胞：細胞増殖がコントロールされている．

不要になった細胞はアポトーシスによって除去される．

がん細胞：細胞が無限に増殖する．

アポトーシスが起こりにくくなっている．
※ アポトーシス：遺伝子によってプログラムされた細胞死．アポトーシスを起

こした細胞は，断片化された後に貪食細胞に食べられて除去される．

がん細胞が増殖するために特別に働くようになったタンパク質や，アポ
トーシスが起こりにくくなるように働くタンパク質の活性を抑えれば，正
常細胞には影響を与えずに，がん細胞だけの増殖を抑えたり，死滅さ
せたりすることができるはず．


